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千曲川が中野市の西部を~tへ流下しておJi丘綾の肉端で篠井I11 と合流する地点の岬状に突出したところ

に立ヶ花減山があります。

この地は粘土 ・砂 ・礁の互!留であって，標高377.6m，延徳田聞との比高.釜li約50mあり.中世後期に

憐~されたと推定される山城巡構があります。この付近一衛は l白石骨量時代から縄文 ・ 弥生 ・ 古墳 ・ 古代・

中世にわたる一大後会遺跡として知られているところでもあります.

この度，中都屯力事象式会社が送電線鉄浴建替事業を行うことになりましたので.遺跡{私費のため，中

野市教育委民会では，緊急発仮調査を災総iすることになりました。

調査は長野県文化財保護指導委員 ・中野市文化財保護審議会長合弁滋次先生を団長に，調査主任小野沢

姥，潟査只被!ゑ長則 ・金井文司.調査報i動員小林lIt，jJ・池図案男 ・長室十功 ・僻上克臣の各氏にお願いする

とともに地域の方々や高等学校生徒諸君にも依頼し，多数の皆機方の御協力を得て，昭和55年 8月20日か

ら9月16日まで発揖調査を実施しました.

百合~.・や降雨空事の怒天候の日が多かったにもかかわらず，金井調査団長先生の綿密な計画や道切な御指導

のもとに調査員や調査補助uの皆様の献身的な御努力によって， IU石総 ・縄文時代の遺物.弥生時代の逃

f1J .造物，多くの古代祭舵造物 ・遺檎やまた中t往来の山城の遺物・治機等極めて箆婆な資科の発掘により

q:術上多大の成柴をあげることができました。

この発掘調公に御尽力くださった金井団長先生をはじめ諮先生方，御協力いただいた皆様方と中部電力

体式会社の御理解と御協力に対し厚〈御礼申しあげます。

昭和56年 3月

中野市教背委只会教育長 菅 沼利雄
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1 .はじめに

(1 ) 発掘までの経過

当立ヶ花城跡等緊急発t紙調査は.55-<f. 6月12白金井滋次県文化財保護指滋委員による f-文化財パトロー

ル」が央総された際. 1-11者1)電力送電線用仮設鉄浴工事を始めていたことから，発術局グ〉点についての隊総

を3}(められた。

当作について，市への届出はないことから，念、拠~~文化諜への照会，中部電力長野支信への逮絡などを

おこない，受13日lこ.市教育委員会'作務局において 鉄裕建設計画についての説明を聴取した。

第1図遺跡遠景子曲川工事事務所提供

①立ヶ花械跡 ②立ヶ花lA遺跡 @上ノ山首浜松
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その計画によると 「平穏吉凹線1:1， J~~野・中野方面の電力供給の併線として高稼動を続けており.当 ñ

荷の電力需要の堅調な伸びによリ， 56年度には供給支障が予怨されるため，既設平穏吉回線の内，盟野変

電所から平穏吉田線53号 (中野市凶粂) までの鉄塔建替および送'I1t~の娘替工事を施行し，送電容誌を増

加させ当方面への一層の~lL力供給の安定を図る。」ことを目的に， 8月5日から発言手，56王手6月30臼工併等

の終了予定日として工事目十闘が立案されていることが判明した。

この計画のうち，事i昔J. JZ ヶ :(E.J也区は周知lの埋蔵文化財の玄1i17.であるが.事業の性格l立公女，'1金の';~1いも

のでめり，時間的余裕もないことから 6月24日念拠現地協議等をおこなうこととし，その手配をした。

その日総経過は

① 6月]7日 埋蔵文化財の発術協議告を受理

計画仮鉄浴 ・鉄t答建設地と周知の.IA成文化財包露草地の位澄

工事計画 該当包 l滋地域

仮鉄t答 No.36 
立ヶ イE城跡鉄熔 No.76 

仮欽b答 NO.31 m水山 Z築士止
仮鉄俗 No.25 林同:鷲土止

仮鉄t苔 No.23 大久保館主上

鉄 t答 No.67 上ノ山総枇

② 6月24日 現地協議

ア出席者

郷道哲主主県教委文化課指潟.:E{JJ.，金ヂ|ニ汲次中釘'市文化財保:11獲得織委只(発機担当予定者)

中音IS電力長聖子支活問中光三!有地部用地第一課副長外2名，中野市教委事務局社会教官・諒から藤博 ・

岩戸が8:1{市

イ 協議の結果

発m翁査を必要とする.I1U民文化財包蔵地

該当包蔵
要 発 型自 調 主主

工事計磁 地名税:
{絢 .，1)'・

所 主王 地 他国 面積

鉄絡 No.67 軍基 i.Il: 大手法問字上ノ山1889-2 側 gm' 
鉄t答羽!ft立脚部分
4脚X2.25m'

鉄tC No.72 包通電池 大字立ヶ花字書を874-2.875-2 
処理場

16m' 4軍事X4.00m'
用地

鉄浴 No.73 減 E事 大字立ヶ1E!!f表山777-2.778-2 山林 36m' 4 J!1lx9.∞01' 
仮鉄.fliNo.36 織 E事 大正子立ヶ花字表山778-1 山林 9m' 4脚X2.25m'

@発舗に望書する総資負担1;1中部電力株式会社とする.

③ 7月2日 県教育委貝会教育長名をもって.現地協議結占p:の指持と発技量調主主委託の場合の協力依車iIi

f云i議された。

@ 7月18日 中部電力長野支庖長から，現地協議結果にともなう「洩蔵文化財発掘腐」の提出があり.

県教育委員会教育長あて経由iffi途した。また.本件を緊急発編調査することとし，その見通しがつい

たので，文化財保Z護法tM8粂の 2第 1項の規定による「発線局jを， 8月148付をも って文化庁長官

あて提出をした。
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努~ 2図立ヶ花城跡発誠風録;

(2) 調査団の構成

今回の緊急発掘調査を成功させるため，次のとお

り縮図を構成しそれぞれのね月初日付開ケ曹

育委只会名で，ご委嘱申 しあげた.

。凋1i.問

調査資任者菅沼手1)雄 中野市教育委員会教育長

;狗在団長金井汲次 円本々古学協会貝，中野

市文化財保i斑響談会長

制 3民主任 小野沢総 i正野県巧占学会員

測査員飽原長日1) 企よ

調査員金井文句全上 第3図

調査補助員 小林1I~司 高M也n史研究会員.中野市文化財保;護協力員

池悶笑努全

長室十功 会上

畔上克臣 t百井.I&}j史研究会長
司王務局 中野市教育委只会事務局社会教育課

(3) 発掘の経過

8月208(水)小雨時々曇

調査団メンバー

午前は，1)、雨の中.立ヶイE減跡現地で調盗団の結成式ならびに調査の安全祈軍兵を含めて鍬助入れ式を行

い，発編範囲の決定とグリ ットの訟定及び調査場周のテント張。を行なった。午後は， 5ヵ所のグリ ット に

分れ.表土はぎからの発掘調査に入ったo No.10グリットからは，元符i函31:1枚とl日石器u票総石).その他
のグリットからは多数の土総片が出土。

参観者北野、宗司氏はか.

81')21日(水)金時々にわか雨

昨日に引続いて発掘調査を行う 。また鉄物関係調査用として水道E削減員 2名の派遣を依頼し金属探知機

による探査を行うも大きな反応がなかっ た。午後. 文久永~検ili ， I日京総(泉綴石) 1点.他に土問i総 ・

土総片 ・石 (工作台)等出土.

参鋭者荒井勇一立ヶ花区長はか.
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第4図鍬助入れ式

8月22日(金)雨

l羽のため発鍛作業を中止。 ul物説法!を行う 。

8月23日(土)曇時々雨

巡回の雨のため，足場が惑〈作業l主要量渋したが発織調盗を継続，午後は土B1j日であることから市教委必

務局職員の多数の発掘参加を得て災施した。北信タイムス黒鳥記者 取材に来所

参観者小林小エ門氏ほか。

8月24日 (日)崎

発掘fi\\I査開始以来はじめての陽光を見，調査に熱が入る 。 発搬f~j1i.の状況. 調査地の会最. 述j誌を微彬

する。石肌，il奇士不，土師器等出土， またり+状遺織がJ検出された 。

参観者 凶m:、袈裟}~氏ほか。

8月25日(月)p青

前日につづき晴天，発搬調査も順調に進んだ。午後，立ヶ花表tJJ逃旬、か所の潟ままのため手分けをし実均

した.ルリ色小玉，高1不等出土.北信ローカル石川記者 取材に来所.

参観者 東海電気KK験只ほか.

8月26日 (火)雨

間のため発振作業を中11:，遺物重在理.を行う。

8月278(水)時

立ヶ花城跡調査地の36グリ ットの友-土はぎからの発iijl調殺も全面に行きわたってきた。午前9時から，

県史編纂委主1の桐際、健 ・宮下鎚司先生を現地に招へいし， ~地 ・ 古坑;悦 ・ 9努市et止な どについて ， 現汎解説 ・

桁みを~!}る。高1不 ・ ミニ土器(つぽ) 等出土。調査団長から， 立ヶ花表遺跡現地調TI終了屈を市教脊委.w

会に縫出された。

8月28日 (木)曇

立ヶ:a城跡と上ノ山祭跡調主主 (この淘筆経過は別記)を2t且に分れ実施， 立ヶ花城跡{ま然舵枇を4拡張

調査し，また詩響調査に重点をしぼり絞終段階のつめに近づいた溺盆日となった.万子 ・焼粘土嫌が出土.

織は長さ10m，巾].45m，深さ].Om 

{"~i食毎日新開花問中野支局長取材に米所。

8月29日(金)曇

前日に引き続き祭最巴遺構と締法械の捌3祭実施。石斧 ・旧石総(県縦お)・など出土。

参観者西原徳吉氏ほか。

8月30日 (土)曇雨

海i盆織の調査に重点をしぼ1)，金ぼうがでてきた。その他重点地にトレンチ (巾1m，長さ 2.7m)を
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入れる。橋中から!日石総u翼線石)。縄文石皇族 ・土師総 ・梁林式土総出七。
参観者涌井袈裟男氏ほか。

8月31目{日)雨

雨のため現地作業中止，遺物整理を行う.

9月18 (月)晴

níJ 自の附のためt~/.i立椛の調11:不能のため. ナラ ・ クヌギの大株をチーホルダーで級制し， グリット No.5 

. 6 地点の発掘深さをさげて調査をした。午後県文化J!.~道管主計旨滋主事米所。複合ilï~誌の様相で調査期

間iが予定期Bより長びくことが現実化し.この状況等を中部電力長野支庖へも途絡し経費負担地につい

ても了放を得ることとした。

参観者芋)11義蔵氏ほか。

9月2日 (火)崎

本日lま全員上ノ山総社調主主主主理を必こなう。

参観者酒井消m氏ほか。
9月3日 (水)附

立ヶイE城跡、繍主主へ11，午後から 4人が行き.議掘りと.笑浪IJをおこなった。調設問長から，上ノ山線土止

発繊現地調査終了腐を.市教育委員会に縫出された.

9月4日 (氷)晴

本Uから，また.会以でSLヶ花減跡調査に入り.グリ ットNO.22・23にサプトレンチ入れをおこなう-}j，

然舵遺構のisl唱を実施し，逃物収集をした。

参観者 中部電力機日ほか。

9f158 (金)情

務i盤機の最終的潟査を災施，午後11パックホーにより ..va下げと拡tI1調査をおこなった。石錘 ・お斧出

土。午後，郷遂哲f，i:県教委文化課指持主4';が指導に米所。

参観者東海電気級以ほか。

9月6日 {土)小雨後曇

グリ ットNo.l8のローム採り，土塁グ〉セクションとリと濃の北堅調査をおこなう.土層の実測を実施

した 。 町掃の1II4l ， ゴ~ r.市片多く出土。 税地調査関係が終了に近づいたので， 現地見学会を 8 自に設定し.

布線放送苦手により参加者の呼びかけをおこなう。

参鋭者北村学氏ほか.

9月78 (臼)曇

構北壁織さげ調交を継絞.金ぼうが判明したので.10日間にわたっての鴻務査を終了した。

参観者北原宗笥氏ほか。

9月8日 {月)雨

計l萌した現地見学会も悶のため翌日に延期し た. また. 発綴調査についても中止し.遺物~理を行う .

9月9B (火)雨

前日に統き雨のため現地見学会を中.d:，改めて日時t!Tを設定することにした。なお，発術調査について

も中止し，造物絞理を行った。

9 fllO 日 (水) 曇後r4~

台風13号の影響を受け，南風が強くまた耐のため攻I也作業Ij:中止し事遺物M理を行う.

9月11日 (木)鈴

前日までの雨のため現地作業ができないので逃物盟主判を行う。

9月128(金}時

織内雨水排除のため.水道諜から水中ポンプを借用し排水をおこなう.つづいて.1緯内笠理をし.七ItJ

断面の捌1I訟を行ない.機遺構調査のすべてを終了した。
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参観者 中音I}電力工務部土屋敦調査役ほか。

9月13日(土)附

パックホーにより，調査範囲の最終調査を行った。 管玉 ・打石斧出土及び住居枇検出。

本日で，現地の言問査がすべて終了したので，発掘若器材のj数収を行ない，逃物類についても務理場所へ移

管をした。

調査の整理

9月14日-12月20臼出土遺物のま経理を笑施。(遺物の時代別分類 ・拓本の作成 ・遺物の笑淑IJ・実抑'lI盟 ・

墾入れ等)この間9月25日県史編纂委員稲j節、健先生の指導を得た。

なお. 9月16日付で調査団長から立ヶ花城跡発掘綴査終了屈を，市教育委貝会に銀出された。また，雨

のため現地で笑胞できなかった見学会にかえて. 9月26日市民会館会-議室において「中開発表会」を開催

(4) 

した。

このように.長期間にわたる今回の立ヶ花城跡等緊急発押，調i創立，初期の調査目的を達成することがで

きた。ここに調査協力貝として発織調査に御協力〈だきった方々の芳名を記し，感謝をゆしあげたい。

(敬称略 ・順不同)

篠沢昭雄

池田八七子

春 j京時次

酢谷康雄

豊田博文

~J 回市太郎

之

r台

範

功

千代美

治

郎

成

政

本

水

丸

沢

塚

山
清
中
{
白
川
開

明

茂

義

，ぉ
t.u，' 

{怒

怠

手宇

-X明
r

e噌

a
・
岡

野

川

木

小

古

矢

宮

玉

昭

笑

係

雄

手。

行

定

羊

国

木

林

野

内

山

玉

小

町

竹

袈裟縫)j祭(篠

遺跡の立地ど環境

立ヶ花城跡は中野市大字立ヶ花字表山地絡に所在し，城跡の西側には千曲川が北へ流れ.延徳田樋iを東

西にJ償切って篠井)11が城山のすぐ南側lで千曲川に合流する。遺跡の様潟は377mから378mであり，高丘丘

陵商端に位fsするため延徳凹協は勿論.千曲川沿いに普光寺平を遺跡からほぼ一裂できる。さらに遺跡:を

念、な選地が北側から千曲111.篠井サ11沿いに取り臨んでいるため，物見台として有利な立地条件であったと

恩われる。また千曲JlIは，それまでの111帽の広い流れが立ヶ花より峡谷をぬける急流へと変化する。盟

聖子層とよばれる洪積層の台地iこ遺跡は立地するため、千胸川の氾滋に彩饗されることなく，その氾j知原を

利用できるという好適な生活関であったろう。

1i.ヶ花笈・遺跡は，立ヶ:{E城跡、の東官jljの丘股上に所在し，現在は立ヶ花し尿処理場が建設されている。こ

の処理場建設の事前緊急発淑務査にて，ナイフ ・彫刻j総 ・スクレーパ ・石刃等の旧石総時代の造物が検出

されている。

つぎの第 l表は周辺に分布する主主要遺跡表で. tf; 5図と共に参照されたい。

註

(岩戸層喜一)

2 . 

長野県町村誌北f面白百

金井文言]r中野市安:康管・2車問出土の弥生m物について」向井42
金井j及次 ・川上元 「長野県中野市浜i掌ヶ池と立ヶ花遺跡発見の先土ilifB時代i立物J信i食J!l-7 
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~l 表 周辺主嬰im亦一覧表

望書号 遺跡名 所 在 地 立地 時期 遺跡状況及び出土品

立ヶ花城跡 高Ji立ヶ花島 i肝 ~J 丘 ・平地上 E重 f.fI身 ・茶臼

2 がまん i~IJ 高丘主主陶磁道端他 丘 際 弥 平 5才、生(後)勾玉 ・土何者主

3 幕開城跡 E雪 丘 .!，! 間 海 平 地 lOl 石仏

4 玉工ヶ花表山梨担l: お丘立ヶ花王監山 丘 政 平 須怒器片 ・ 半地下式R~者 H正

5 立 ケ 才E 声量丘立ヶ花西 mt主 丘 縄 古 縄文(前).石総・石室民・石乞・土自市議

6 本書草寺跡 高 丘 ムJ.L. ケ 花 平 I也 E霊

7 キ出城跡 Z詰丘とド出減鈎:E立 丘 1ft 土~・ !:!i禁

8 大久保館土止 高丘 1江聞大久保 丘 股 1ft 石臼 ..iJI!:角(刀掛)

9 上ノ山祭主J: 高」主幕開よノ山 丘 腹 平 須~:総片

有納.石鍬 ・宝臣室印搭{笠)・土日申告品・

10 2事臼家主~ t止 高丘 2江間 2存自主器 丘 よ 縄 度 須!広告3・骨量5・古銭 .1j片 ・五輪

溶

11 坂下喜怒枇 高丘幕開(工場団地内) 平 t也 平 須忠告長 ・ 者~i宰

弥生 (中 ・後)住居批2・土拡話器

2 .井戸主11:1・1議石餓 ・太形姶刃

12 莱 林 iOi丘楽林 ~t J.京地 平 t也 %; - :;;p; 石斧・扇平片刃右斧・右鋸・石包γ

.;(5槌 .~;玉 ・ 勾玉 ・ 凹石 ・ 土自市

昔普

ナイフ ・彫刻j総・石刃 ・縄文(中

-後) ・打石斧 ・勝石斧 ・石鍛 ・

石総 ・石ヒ ・凹石・5章、生(<t・後)・

13 安 i原 主手 日活丘安 i耳i寺亀・ 3経他 主主 丘
先 - lOl 

住居右上4・住居右上(ニte市4)・土拡
議25・民主石斧 ・打石斧 ・太形蛤刃

右斧 ・石包丁 ・1事手片刃石斧 ・管

玉 ・鉄量産 ・土節税 ・須恋器 ・古銭

14 片 tj 平 野 片 f.i 丘 1m 1J!. 土師苦手 ・住居祉1・1官目瓦

-7-



15 浜 I傘ヶ池 i弱丘楽林宣監ill!他 丘 s!l 先 ・縄 ・平
ナイフ ・彫刻器 ・鐙鋒・石刃 .Il書

石刃 ・打石斧 ・石鍬 ・ニtS加者E

前方後円墳 (長78m後間後48mil1li

7.5m前方rl"l25m潟6.5m)
16 双子塚古.t.rt 平野七瀬新井 丘 上 古

擢i輪 ・3克.u宝刀 ・矛 ・短申 ・土自ifi

総 ・5兵JM.若草

17 音 問屋数下 平野吉国屋敷下 .Ml状 地 弘、 ~古 弥生(後)土自市総

18 自在沢古.tJt 延 徳 桜 t尺 山 j箆 古 前方後方境(長39m;怠4m) 

19 金銭山 古 墳 日 野 新 野 山 I質 古
円相主(21m)合主主型・裟身具・鋭・馬

よ毛 ・武器具 ・鋸 .~音塚 2 造E

20 中子主家 省 主主 (小布施町者11佐官補) 扇状地 古 同演

21 中子老衰境 1/ 中松中子塚境) 11 動， -平 弥生(後) 祭総社 ・土自事務

22 古 i主塚古滋 H /1 古裳) /1 古 方墳(後33m高 3m)夜刀・土防署長

23 Fお 曾 2長 (f!野町自在沢) 4口A 地 縄~平
織u去) 際石鍬 ・太形盛合刃石斧 ・
ニt飯器・須!怠総

24 主L 石 11 大倉) d広ιS、 地 総ー平
総(後) 磨石斧 ・石脅IJ.弥(後)・

土自市苦言

縄(前・中)石室聾・打石斧 'Il雪石斧 ・

石錐・石ヒ . ~石・石肌 ・ f央状Z平飾 ・

25 F有 大 !思 (箆閉 村上今井) 平 地 縄-i5 弥(中 ・後)・弥生中期住居士止3・

絢彩管ミE ・太形金合刃石斧 ・扇平

片刃石斧 ・土官滞緩 ・須j忠告量
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第5図周辺遺跡分布図

x 18 -fï?~ ・縄文 ・鈎:生 ...土師 A 古積fLi'i民主t ハ城館勝記寺院跡

3 .立ヶ花城跡

(1)地層

古くは 「栃C)J と文字をむってあてられていたごとく .遺跡の立地は千u白川と篠井川の合流点へ岬状
に突出している。千l1lJ川の影響による堆畿で粘土 ・砂 ・礁の互府で¥盟野府と呼t;fれ1'i'斜t海道・をもつた

め，地すべりの起きやすい地域である。遺跡一帯は土砂流出防備保安林に指定されている.ここより来へ

約300mの立ヶ花炎地mでは数年前に地すべりが起き砂防工事が施工された.
立ヶ花城跡努~2草11の潟炎地内にポーリング孔を21グリットの中央部に所復していることを，調査をはじ

めてから数8後に発見した.そこで，その資料の頒布を ・中電'に願ったところ 8月末日じコピー資料を

送ってくださった.・中屯n では送電用鉄浴建設の場合は必要に応じてボーリングで地尉をたしかめている

が，当所のものは野村竹宏氏が担当され.深さは実に18.3mに及ぶものであった.

ポーりング湖1tはきわめて綿密・なものであり，またその給来l立科学的に処怨された-~&を作製されて
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いる。二三の例をあげると①孔内の水位(9mまでなし)

②深度 ・層厚@lOcm毎のポーリング打議室回数等がある杭

ここでは資料をなるべく単純化して第6図として提示し

た。ポーリング結果の地層は 9/習に分類されているので，

表層を第1届とし，以下第9/音までの呼称とした。第1・

2層は今回の発掘溺査に関係するので詳述し，以下は概

鋭にとどめたい。

第l層 表土.下50cmを指す。シjレト質暗茶褐色粘土

で，上!音には落葉が滋積しそれに統いて 5-6cmの腐

植土，以下は粕質土である。この粘質土も色調によ って

二分してもよいところがある。第2郭の地面は多少の凹

凸があって，用地内の層は35-50cm巾をも っていた。

また，遺構 (城跡 ・祭最e:t止 ・弱:生住居社主手)の所在によ
って，第11習にn話しがみられた。
第2J習 表土下50cm-4.2mで、!嘗厚は3.7m，茶色粘土

層で粘質は強<.墜さは上半分は中位の墜さ，下半分は

きわめて堅い土質であった。表土下2.6mより 局部的に微

粒砂が混入し.表土下2.9-3.2mには風化礁の組粒がわ

ずかに含まれている。

第3層 階茶色微粘砂層で墜さは中位。第4層砂 ・

礎 (暗茶 ・縄灰色)の互庖で層序を細分すると 9層ぐら

いに分けることができるであろう 。砂iま綿絞 ・中粧があ

り，撲もノト~中て二下層は玉石状のものも含まれる。 ~

5層策絡色粘土層で堅い。第6層 階青色の閤結シ

ルト 。第7層 茶色シノレト質微粘砂。第8層 階偽色

悶絡シルト で特別lにE長い。第9層茶得色回総状細粘砂

で2層に分けることがて'きる。以上であるが， ]段重な資

料をご提供くださった水中電H のご厚意に心から感銭t$

しあげる次第である。(池EH;i長男)

1 ) I日石器遺物

今回の立ヶ花城跡発掘に際して18石器と して検出され

たのは次の4例である。(第7国)

制片. (図 1) 

磁器状の刺片で安山岩製で15グリ ット の採さ80cmの婿

より出土した。最初縦方向に釘書きを加えて蘭を作り .次

に背衝を争IJ離してその際表面も小争IJ離をしている。刃部はし形で角の部分がカ日工され‘エッチが鋭くなっ

て手1)器として使用されたとみられる使用痕が認められる。

際形f蚤器 (図2) 

プリントの河原石を切断剥離しその背面は反対方向より剥離している。円形に近い形状でb鋭利な刃部が

4で残 1)6は自然Tiiを残す， 21グリ ット の深さ90cmより出土した。

石刃状剥片 (図3) 

紫野t石製で，両立識から交互に剥縦されている。刃部の基部1.2

非
常
に
禽
な

t
密
な

時茶褐色

時茶絡灰色

寸吹冨言「

茶織灰色

遺構 ・遺物(2) 

地層図第6図

片側も2cmに亙って縦方が小剥縦され，

一10-



向に剥j餓されている.巾を一定にする目的と基苦1$に何か給者させる目的

があったのではないかと思われる。発見地点が15グり ットの第一層であ

るが.後世のi盆梢x告にf党首Lをうけたと恩われる.
;淘製，JiJ片 {図4) 

然絡:n~で縦方向がやや符幽してリングが見られる，マイクロ ・ コア

製作の日íff~隊の緒物と考えられる。

チップ

遺跡グ〉怜絡上各時代に亙る然縫石21点，安山岩4点，プリント I点が

発掘中隊認された.

なお.本遺跡より双方約400mの焼却場建設の時にナイフ，彫刻j総.

スクレバー，イ7刃などが出上して金井i友次 ・111上元氏により調査された

4 

(立ヶ花表遺跡)安i保守，浜ヶi主J也遺跡，飯山市宮中丘陵商端の千刈，

柏尾の日焼.大 子林，栄村小t反i盆籾:など高級i隆氏を中心とした研究に依

り奥fJi.段の千IIJl111ifiU戒めナイフプレ イ ド期の遺跡が確認されてきた。;41:
自~ 7 図 !日石総造物

遺跡、もその!日府総終末期の人類の痕跡なのである。

2 )縄文遺物

今回の湖奇で先細.日1辺で炎採された遺物について略述しだい.

中WI土器片

3点で附近よりJA採された，綾杉文の 1点とへラで縦横に簾状にえがかれた 2点である。

石瓜破片

1点が， 26グリ i't， -15cmより発見された，厚きが4cm-4.5cmで多孔質の安山岩で研路に利用された

と考えられる.

凹石

l点，12グリ ット発l{tj，片I街5ヶ所の凹みが連続してあり，片両li1ヶ所て・ある.これも 多干し質の安山

岩の阿撲を利用している。

n製石斧
2点発見されたo 5グリットの深さ 80cmの発見品{ま，長さ9.5cm，最大rtJScm，位大ry.l. lc聞の小形打製

石斧で安山出f1~で)}先は使用車道が若しい。次は21 グ 1) 'i' トより発見されたむのでE民間iと先立織の刃部が中途

より祈J'Jlしている。現有-長さ 7cm，紋大:rT5.5cm，厚さO.9cmで安山翁・である。

石銭(白N8図)

HI崎4グリッ トより発見した.安山岩で長さ 6cm，rlJ5.1cm，障さlc則前後のH1PJ)f手のがI似の転おを縦方

向の河端に巾j.8cm，役大IUI;}IIO.lcmの凹みをつけて縄鎚をくく リつけた使月]痕を残している。

石鍬(第8図)

J民総:[j製で9グリ ット より発見

された，jQlJ 而の長さが2.3cm，2.4 

cmで1底辺の良さが1.95cmでみ刃線が

丸みを術ぴ挟')liO.3cmで陶磁よ

りすゅに打，JiJ鍛されている.

石匙

枯t反岩製て'，iE三角形でi支原数値

li底辺6.3cm，おき4.6cmて'頂点に

ツ?ミのついた通荷gR，で附近より

表保された。片側が欠損していて

A 
第8図縄文遺物

- 11-



底辺の刃部が将し〈使用されl必j成剥離されている。

参考文献

1 )については直下健司氏の御教示を得た.

0金井i及次，川上元「長野県中野:rr.t:兵ヶ池と立ヶ花遺跡発丸の先土総JI寺代遺物J

fJi，段19.7 871+1142年

0中野市教育委貝会 「安源寺1j 昭和42年

0栄村教育委只会 「栄村小坂浩跡緊急発tkt!rg."j査報告貯」昭和51王手
。rWr編端穂村t事」昭和55年
0千l白川i水系古代文化研究所制 「編王手」昭利55年

3 )物、生遺精・遺物

① 遺締

{般原長自IJ)

第2郊のほぼ中央に.弥生中J舗の竪穴住居先tを検出した。調査を地は雑木林を伐保しての調査をであり.< 

ぬぎ，備等の大A去の株根が多〈調査は思難を極めたこともあって，民大会:'U字状t14を綴り下げ壁面を磁認

している段階で検出したものである。このU等:状泌が住居祉の中央普1$を約 1ml隔に東西に掘られているた

め完全な形での検出ができなかった。

規様lま直径4mのほぼ同形プランを呈し，地表下90cmが床面となり笠間は20cm伎である。

特火状ピットを 5個検出したが径20cm深さ25-30cmの小製で，尚・に 3例(Pl・P3)北に 2例(P11・P5) 

2、

t¥ 
f@io o 

111 
'‘ ~ 

得:"-'~・
〈Ze-

司 " 

s・1 " 

'‘I JS 

!AH 図遺稿図
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弥生住居主上笑浪1)皮i

それぞれ並列している(第9図). U~状構によって切られているため，構内にも柱穴状ピットが存在し
た

かも知れない。円形プランの住居祉は栗林遺跡でl戸，南大原遺跡で3戸灘査されている。

① 遺 物

住街社内出土遺物 {第11図1-8) 

ア 官玉(1) 住居士11:北端のピットNo.4の脇で，住居iII:床商て二地表下90cmから出土した硬玉製管玉て¥

行総色を呈し.長さ12mm後 2mmで孔後 1mmの細い穴が穿孔されている。

イ 有柄打製石室量(7) 住居社東寄りの地表下90cmから出土した.黒耀石製で柄の先錨が欠議しているが
.

現長2.7cm，Q大幅1.5cm，重量1.8gで司形状.打痕も箆い良品て・ある。

ウ 打製石斧(8) 住居祉の街立舗で，地点下90cmから出土した。長さ13.8crn，幅6.2cmの粘板岩
製で荒い

，;.J縫ではあるが刃部は了箪に打鼓されている.

~J杉土器 ( 2 -6 ) 

2は住居士11:内の中央からやや東寄りでI也君E下85cmの位滋から出土した蛮の底部破片である。底
径11

一13-
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cmで、給土焼成とも良好であり，事E縞色を呈している。

3 ，ま縄文をイサし"へら状工具によ って横に沈線を摘さ，その間に刺突紋をイすしている。

4-6は， くし状工具で紋様を付している。

発瓶調査地及び周辺出土土器(9 -27) 

ァ tia形土器(22) 第 2 ~筆談より表部採集したもので，飯の下部破片である 。 底後4 .1cmで

中央に後O.7cmの空があり，内側には一部食紛のこびりつきと恩われる跡が残っていた。

外内側とも賀得色で胎土焼成とも良好である。

イ 護形土総(9-16) 地は縄文をイ寸し竹べらで沈線を梢<0 9 -11， 13， 14は刺笑紋を{寸し.16は径

1.3cmのボタン突起を付けている。

ウ銭形土器(17-21，23-27) 

いずれもへら状工具によ って直線又は液状線の文様を付している。(小型干沢 健)
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第11図

勢静岡学
鳴 り守口議警部

事鳴‘F、目

撃議~6D瀬崎80
j弘日守護勢初 駒日
俳句P円 。

畿電5U機l警1
';'1;生遊物実iHIJ医1 -v 

10'・

o ~m 

4 )祭犯逮構・遺物

①遺構

第2草IIの平士昼前iま約460m'で，その西端

ほぽ中央音~の地表下20-30cmで東預 3.4

m，南北3mの純聞に遺物が出土した。

遺物の機子から祭杷主tI:と錐定したが，

然崩Eそのものを示す遺織の検出はみられ

なかった。(第91Z1)(第17図)

この祭給枇より東へ約1.5mの所から，

第12図 U等:状溝地層図

O .... 
第13図 U!f:状認時断面図(西北端)

①表土(巣縞色)②褐色土層エ
③宇品色土llilII @梨褐色土居
⑤灰ぬ色土属工 ⑥灰褐色土j音II

50 

第2郭のほぼ中央部を南東から西北にはしる長さ16m，偏1.2-1.4m，深さ1-1.3mのU等:状の構が強粘

土に掘り込まれており ，炭化物や紛lゴニ若草片が混入していた。(第12-13図)この第2郭の平坦地を南東から

西北にJtすぐ横切っているものと思われ，リ字状構は弥生中期 (莱林式)竪穴住居:hI:の中央部を切ってい

-14-
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29 

28 

祭最E造物笑il!rJ図

ることから，それより時代は下|燥するものである。(第10図)

なお，限定された翻査ということもあってU字状潟と然利治械の附述当事について明らかにすることがで

きなかった。(小野沢捷)

-15-
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①遺物

今回の発綴調査に よる終調E遺物の数訟は. 第 2 ~受のとお り である 。
m 2~受 理詰 量E 遺物語を

11、if TJ 
手tjg M 
i均 菅量 曹を 焼 均主 土

種別 フ 附 Eヰ :1: 
2是
E鹿;Eス

子 lIol 片 片 片 石 事t 片〉

数f在 1 1 l 3 38 25 37 12 57 818 

ア 地(第14図1) ロ縁部を欠き.類部までの高さ3.9cm，H同径6.4cmのミニ坊で，口縁は短〈立ち上っ

ていたものが欠けたものと思われる。飴土焼成とも良好で、，内外とも褐色を呈し，n創立径 2cmである。
イ 手控土総(2 -4 ) 数少ない完形品であるが，s古土焼成とも粗で， 2次火焔にあっているため所々

に剥落があり.色は陥褐色をZさしている。

Zは王室形で，高さ7.7cm、口径6.3cmである。3も蛮形て二高さ7.9cm，口径5.6cmである。41ま丸!去

の鉢形て12告さ8.3cm口径8.9cmて'ある。

ウ資形土総(5. 8 -10. 21， 22) 

5は底部が欠損しており ，胎土焼成とも粗で，2次火焔によ って刺落が甚だしい。8-10， 21， 22は

ロ縁部片で，胎土焼成とも良好でレあり，外側IJは褐色，内側IJは賞縄色で，へら産量きのS費、がある。

エ 高杯(11-20，23-29) いずれも 2次火焔にあい.また供鰍終了後は破持されたためか完形品はな

い。飴土焼成とも組であるが，>>埼11ま比較的残っている。U!f:状認容からは12，14， 17， 20. 24-26， 29 
(1) 

が検出された。中子塚境遺跡の祭踊Ei監物より省く和泉期預初のものとみたい。
ォィ、玉(6)

ガラス製のコバルト色を塁し， 1ヵ所気泡痕があり，重さ0.14g，干し径は 1mmである。弥生時代の

ものと思われるが， f云t仕出土 (鳥羽山遺跡一丸子町)の伊lJがあり，検出レベルが同じであることから，

この祭泥土u:に関係あるものとみたい。

カ刀子(7)

柄の部分を欠き，現長10cm，最大幅1.2cm，重さ13.6gで，鋳化が主主だしい。

キ 焼土塊 ・焼石 ・木炭片等

焼土塊は 4ヵ所から検出され，その周辺には木炭片，灰が多かった。川原石は火焔の跡、があり.土

器片の周閣にもあった。祭事終了後の浄化によるものと考えたい。(小野沢 挺)

詮

1 . 〆j、;ffi'~塩町教脊委只会 「中子書家機遺跡」 昭和51Jf.

5 )城跡 ・遺物

高丘台地は中世の域館跡の*集地帯である。これらが展開する機相は.あたかも善光若手平最北端に浮

かべる戦艦の成鋭を~し，大小河川と台地の丘T貞・丘尾・河岸段五P等の自然地形を巧みに平IJ用した愛;築地

域となっている。中野市内には20余所に及ふ対館益事法織のうち高丘地区には 8つの泣鱗 (第5図1.立ヶ花

城跡，安源寺城跡，安源寺城山.大俣域紛¥， 7牛出城跡， 3草間城跡， 8大久保館跡， 10茶臼義援跡)等

がある。しかし，これらの鱗築の絞総や規模等については，昭和49年lこ記録保存のため発掘鈎査が笑施さ

れた茶臼峯袋跡以外は金〈不明である。文献資料も稀薄で¥旧都誌 ・旧町村誌等のなかに口砕をとどめる

ものが僅かにあるだけである。

立ヶ1f.城跡については向丘村誌 ・長野町村まま:北信絡に記録され，ここでは後者のものを掲げよう 。

東西十問.南北十五関本村渡船場の東南，字表山手曲川端に突出する所のI貨にあり.弘治・永禄年間，

当国)11中島会!裁の際越111斥伎の地・と云う 。此地登臨すれば地勢西南に!刻き.凡七患をieてて川中島阪中に
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縫っ，土人呼でみ減山と云う.今民布に属す.築家に:+争責ノ腰と栃;する耕地あり 。

明治初期の欝上げて'あるが本勝の立総と規緩や戦国末期の川中島合戦の舞台となったことをtll!1lJIにのべ

ている.ここで斥候が注目され.f初芝Jでは第 1郭は震被所に用いられた構えであろうとしているe
荷より北進する箪の動きを知るには伝道地で，ここからは大久保館跡 ・寄与臼家主主跡が展製され，さらに壁

(11城山を経て飯山城へ絞短距縦ての迷絡ができるe

本糊:の丘車在来約300mには絡所があって小林角兵衛氏の厳赦がニれにあたり本|尊とH乎ばれており，東似IJ

のよl:!1.1消滅したが，南側と西側の一部に高い土塁が残っている.j.jil聞 (南)には篠弁川の流れがあっ

て要警の地である。(金井汲次)

①械 跡

.f!.(，光寺平を自由奔放蛇行して北へ流下する千曲111は本勝の憾で峡谷に入って流絡は一定し，また，篠

井川はi!9へ流下して本跡直下で千曲川に合流している.なお本跡西下には渡船場跡が残っており，現在の立

ヶ花絡 (鉄僑)が北約500mの所へ架設されるまではここに船僚があって，古くからの交通の重要衝であ

っ た。 川西の対岸には手手塚城跡 (~野町鐙沢)があってJ]IJjJ.ょの要地であった。

千曲川は7r!.ì涯と浸蝕によ っ て現地形を形成したのであるが. 丘mグ〉突織にある本跡は天然の荻f~路地形を

なしている。ここに僅かの工作をほどこして物鬼怒を鱗築したのである。遺織は会長約70m，r1Jl8-51m 

の細長い三角形の小形の終跡、で.平地からの比高は約50mであるが南 ・酋 ・北は急傾斜で主主務はまことに

幽維である。

遺械の概要は第 3 表のごとくであるが，第 1 郭は物見台. 指~2 郭は哨兵の詰所ー ~3 綿l主総所か物資袋

線所としたのであるまいか.今後の総合調査によ って究明しなければならない。

発磁調査は第2郷に ‘中電‘が送電用鉄浴建設予定地の調査のみにとどまったために.遺憎の一部をか

いまみるにすぎなかった。

ア 土星第3表に見られるごとし土監は第 l郭~第3草11の北側に機築されていた。第2草11の場合は

自12空濠の土砂を織り上げて縦みmねている(第16図)。筋 l層 5cm・紫色土(腐相土)， tli 2 JI白30cm. 
偽色粘土(少し砂まじっ).郊 3Jr113crn・賞褐色粘土，第 4fM40cm・賞錫色土に然色土まじり(ところ

どころに茶色紡土塊を含む) 郷 5 府20cm ' 黒色土，以下自~6 幽で述べた第 2 層の茶粘土で，これが池

山である。長年月の風間にさらされた土皐は第2J将において紛れの跡が甚だしかった.

イ 主主穴 柱穴状ピットlま3カ所から検出された。 1グリ ットのもの径50<:m，深さ30cm. 2グリ ットの

ものは径15cm，深さ19cm. 3グリ ット分は径20<:m，深さ32cmを茶色粘土層に織り〈ぽめであった.大

小てすまあるが， mま東西に~ぴピ '"/ ト問iま 2 m (約 l間)であったことから北側に磁立小騒が設けら

れたかとも推定される。3占所の小屋とすれば本跡にかかわるものであろう。

第3表城跡遺構表

標高 都内
上 J:!. m if. 

(m) 煽撹{吋 t長さ お(mさ} 
可』 t~き よ(mt1)1 bl;ljl 

曜民 嬰

(m) (m) f曲 要 (m) (m) l' '.1耳

点21
A 

西へやや傾斜.東鱒l二土盛.. 舗あq4.5 
者11郭 378.3 170 0.4 1.3 ははJf.~ 4.5 ~U字形

西12 B {円形.t圭2.5milliき4併・}三角点'.}，'1
2 

A 
1.2- 6- 用地北慨グト 3.2 

1iI2郭 377.6 460 41 7.5 2 低uq::形 はほ平均.用地内祭繍爾繍 155附
1.5 7 郎1:1崩れる B 

1.8 

0.5- 事E北半分1;1:仮~1It浴総般の心めJJIAÂ
!lI3邪 377.2 1.048 51 2 はm~形 な し

0.6 1:1変tt

A I;t~措置酋軍司の鴻さ. BUJl(倒的痛さを示す.

勾，--a 
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黄色給土層

ヨ草色土層(IB表土)

黄色事占土層

。
1 m 

第16図土塁地層笑滋1)図

-18-



国

E調
+1 

B
E噴
出
円
能
曜
a
u
z
h
e
M刊

2
2絡

割
-+i 

4. 



①遺物

第2郭liナラを主体にクヌギ害事と雑木とクズ ・フジが繁茂していたようであるカt芽吹き仰に伐採され，

斡や枝は郭の街 ・西 ・北に片付けてあった。発縄地内には大小の古株が30株近〈点在し，また，クズ ・フ

ジの線がはびこっていて.これを除去するのに作業は難渋した。グリッ 卜(2X2m)を36:llt定し，北の

-*隅から議号・をつけて2開設をはじめた.tA 1層 (表Jニ下1Q-30cm)から出土した造物はm4表のとおりで
ある。

然続石片 利回峠方面からもたらされたもので糸IJ片19点を得た.弥生 ・縄文時代，またはそれ以前のも

のが.弥生住応急1:.祭犯関係の泌， ~i務総築時に撹乱されてm11百に混在したものと息われる。

弥生土器片 弥生中期の土法17点の検出をみたが段耗が馨しく絢片であるため器形をうかがうことは困

難である。

ア 土問総片 第15図iまよ師署長片がml層から検出したものの分布図である。本錦織築に俊吉しされたも

ので祭属E逃織局辺グ〉出土の密度が目玉いJ、ずれも熔減が穫だしく .第4淡にみるがごとく器形の察知で

きるものは12.7%にすEず87.2%は不明の級片であった.然記関係の土師器片が大部分であろうが，

あるいは中世のカワラケ等も浪花しているかとも，恩われる。

イ 古銭元符i丞宝l枚，文久永3;:1絞め発見があった。元符iill宝(北宋哲;長1098年-1110年)はJOグ

第4表第 1婚出よ造物

番グリッ号ト
隊t ~"' 生片・

J: も晶 世E 月

商品不片 起草 2提
その他のi.fl物

片 片 細 月-

2 8 石廊 i

3 2 17 " 
4 l 1 l 15 

5 i l 12 黒総石g.3 石舟1

6 3 n l 

7 6 '向 7 

8 8 焼石片 l

9 I 5 

10 4 π符泊宝1

11 2 2 E患結石片1

12 4 M 1 

13 6 斜線右片3

15 6 銭 5単l

16 文久永1(1

17 2 

18 21 

19 

21 2 5 5 2 21 才T石斧 l 瓜結石片1 ポーリング:01

22 l l 

23 2 5 

24 1 6 磁石1

25 l 5 

26 よ員総石片 l 石府1

27 I 砥石1 石局(頁岩)1 

28 2 

29 2 製織石片4

30 l 1 

合計 17 15 7 2 164 
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リぷトの地表下15cmから得た。後2.4cm.重さ2.33gで銭文も明瞭でl枚の采銭(中国)ではあるが「茶

臼家Jの土毘内から 1枚が出土していることから.同時期の築造が考えられる.文久氷玄{立後 2.5cm

!sさ2.98g. 'l:f文IJ:i;皮形で16グIJット地表下lOcmから検出した。江戸時代末期 (1861-1863年)の文

久年間の鋳i立で金賞は良くなく永の字の下に小穴があいている.射~ttll~か. ~守猟の併に務したもので

あろう.

ウ 磁石 24・27グリ ットから沼図石賀の磁石片2点を発掘したが，原形は短冊笠!の中砥で¥よく使用

したため中位が〈びれて.(びれた部分から折れている.

エ 銃海 ]5グリ ットの炎上下lOcmから径1.lcm.重さ]0.16 g.貨灰色に鋳ぴた鉛製球形の銃弾l倒

を得た.また，周辺調査の析に第3郭から径lcm，重さ9.65g，白色の鋭仰を炎保した.

オ 火打石右府5ル;のうちに石英貿の石舟1片を検出したが.角に使用痕があるところから火打石と

考える。

カ $T・鉄片 手打ち鍛造の鉄製角釘で比較的小形のもので，建造物にもちいられたとは思われない。

また鉄片の倹H¥もあ勺たが小破片のため根類や使途は不明である。(金井汲次)

t主

1・2・3 中野市教'(r~.u会『茶臼進一中t止の野ìU益事を中心としてー」昭和49年

6 )周辺出土遺物

ア 土自市総 i匂見il<1J努氏{安源寺)の厳父故{半蔵氏は延rei中治水会の役只てヘ篠ノjI:川改修工。J~に参

酒され. 工~l~人夫が川底から発見しと出土品を収集された。{第18図) 1・2li ~.)jt+、の脚片， 3・41主

総台片で脚に孔があって和泉期のものと推定される。 5・61立派で国分期のものである.ぬ軒i伊IJ.が

まん湖遺跡に関係あるものと思われる。

イ 総身 (第19図1)大正時代初期に表山地籍 (山林}から樋口徳吉氏 (立ヶ:(t)の姐父放末吉氏が発

見されたものである。

現長30.8cm，総身$22.5cm，刃巾2.1-2.4cm.柄と総身との接会部lii奈でかためてあったのを金槌

でたたいて分荷量しようとした時に， EI釘の孔の部分から折れ.折れた部分と，給身全体を自分で熔研

したという指しである.総身rtは2.5mm，残っている目釘孔は径5mm.~!先から刃の中央部の片刃に 5

か所の刃こぼれの痕がある.鍛造はかなり良好のものと思われるが.現況は全面li'秀でおおわれている.

ウ 石製茶臼{第19図2)千曲川の築堤に続いて，篠井川水路改修と自動開閉式の水門主I!訟のため，

延I~N'治水会刷会長故金}十乙之後氏は経理担当も兼ねて常時現地におもむいていた。水門下の川底か

ら昭和 6 正f~に凝灰岩質茶臼の上音I~を発見された。

直径]9cm. 総?~r，11. 5cm.中央部に径2.3cmの孔をうがち.引き手婦人孔 (深さ4.5cmと6cm)が対称

に胴苦I~につくられている。臼のよ函には巾2.2cmのあごがめぐり.下而には 8分角の~IIJ舎に深めの主~J

自がある。金井コヒ司氏が所蔵している。(池間笑男)

位

1 .中野市教育委只会「安語草寺J昭初42年

-20-
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努Il8凶 周辺出土遺物笑淑IJ図(1)
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第19図 周辺出土造物災測図(茶臼 ・総身)(2)
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4 .立ヶ花表遺跡

鉄総No.72の建設予定地は.立ヶ:a袋遺跡の最北端にあり，北口保健衛生施設組合の衛生センター(し尿

処理場)事務所の北側で，~追をへだてた場所に位置する 。

定Lな北傾斜地の先端で，すぐ北は2m程の段落差となっているため遺跡の立地するとは思われない。遺

跡締役崎潤査は，鉄塔の脚となる位泣へ2mX2m区闘の4か所にトレンチを入れ，それぞれ 1.6mまで締

り下げた。

土質iまyl偽色の砂浪人強粘土質て二所々に黒色土と 2-5cm総の喫が混入し.以前に撹乱されていた.

術生センター建設時によるものと思われ，遺繊，遺物の検出はみられなかったo (小野沢 健)

5 .上の山第 1号窯祉調査

(1)関査の経過

上の山総祉群 (遺跡番号 9)は占くから須恵恭片の還をl師採絡が行われ 「下筒井」にも主主載され，数4去

の設E誌が存在すると推定されていたo 1$11:時丘陵のなかには‘いくつもの小丘陵が起伏し.本線tl1:4惇のある

上の山地絡は，高丘小学校~下組線とお丘小学校~高屋敷線の中):Ijにある小丘陵の東と北の斜商のJ糊凶

池備である。なお，近傍には大久保窯枇群等 ・大久保館社等が所必し，古代中世の遺跡が点在している。

中部電力株式会社は.上の山1899-2番地の送電用鉄塔 (No.67)の立替工事のため現状変更のやむなき

にいたり.中野市教育委只会は緊急発掘潟査を実施し，記録保存をはかった.発掘は立ヶ花城跡綱査聞の

スタ γフで笑施した。発掘結果l;t灰J京のみの検出にとどまったが，ヨドt民丸上様最初の調査によって然祉の存

在を舵認したことから上の山第1号然枇と呼称することにした。

8月28日(木)曇 発搬I砲の東側下にある西沢英氏の農作業小屋を借りて調査団本部とし.fi生12t.する。

用地内の草刈り，挑のt友銀をすませて袋採すると須恵器数点と打製有斧 l点;を得た。用地内の斜i仰こ 3本

のトレンチ(巾 1m)を設定し，m.!:ttの線認につとめたが予怨地には発見されず.作業を終る底的に第2
トレンチの左端で¥用地の境の部分に灰原j笠続を発見した。参llI. i明井清茂氏ほか。

8月29日(金)曇 灰原のJ拡張を絞けると獲の大片をはじめ各種の須悲器片とともに窯涛 ・焼土 ・木炭

片 ・灰等が5庭内から後き出した状態で検出することができた。灰似の周辺約551げの探査を絞けたが.用地

内には若返祉が存在せず，酒井湖童書氏の桃畑へ延びていることが判明した.測量 ・写真撮影をすませて作業

を終了する。参観，酒井T朝幸氏ほか

(2)遺精

鋭2トレンチの友端に発凡した灰似を5mX4mにおよ娠し，用地機に灰原を検出した。灰広{I;t2. 3m X 

1.5mで残余は用地外の桃知lへ延び，その上方に祭祉が続くものであろっ。表土は比較的薄〈約20cm，そ

の下に灰úli:<第21図)の}~ 30cmがあって.3民M!.~器片 ・ 5道機とともに木炭片 . FJ(等が混在していた。

挑畑(地主酒井潮望書氏)の探査の許可を得てポーリング杖によって窯祉を探すと，巾1.5m-l.7m，長

さ約9m -10mの半地下式登語震が主舶をは1;1:"東西にとり，小丘の傾斜20・とほぼ同角度に架設されている

ものと息われる.酒井氏はこの際調公をすすめてはと申されたが.後日あらためて究明することにした。

なお，本塁緊急上群に隣接して大久保総力上群が点在し，1{i関丘陵中もっとも良質粘土地帯であること，さら

に水i原にもめぐまれ古代住締:tJl:f，~の立地には好条件をもち，慰問村のn可身大久保17軒の伝え訟のあるところ

て:..， ~t{忠告量生産の工~:bl:の存花をもっとも有力に想定される地械である。

(3)遺物

灰m:、から検出した遺物と表面採決によるものは第1表とおりて二須必総片は 809点に及ぶ.須必総片の若手

種別の割合は，比寧のおい阪から祁30%，夜26%，釜21%.遊19%.i'.':i台付t手4%となる。原.:liの率の

-22ー
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第21図灰rnt断蘭図

第5表遺物表

磁別 型E ~ 片 t不
イ高台ナ 備m A{L守a ‘ 

事監 書韓 水
続土

t事 j後

区 ロ
証正
制 ロ

府 』同 底
綿 塊

分 事量 片 u }守 t{- 片 片

~ 祖母 36 9 93 9 3 3 1 194 243 28 6 I 163 ω6 86 45 

』量 t草 6 l 10 4 

計 42 10 103 9 3 3 194 243 28 6 I 167 製)9 86 45 

第6表出土造物表

号物EaE F 

2普 法量 {佃)
形怨上の 手法上の 胎 色 自層

出土の

鋒 ロ 底
備』手

障 高 径 Ek も守
徴 特 後

オニ
外面 内商 状態

~ 45 船主S形 ロ70媛形.たたみ日文 良好 高.~品色 茶4品色 灰凪t 自然利l

2 11 50 口線外t正 11 11 /1 /1 /1 

3 也 12 23 10 /1 /1 ~色 舗色 11 へ予'1')厳

4 』ま 3 13 つまみ贋平 n " 茶4晶色 ヨ匹青色 " t卑成ひずみ

5 • 2.8 13.5 /1 n n 灰脊色 灰青色
'‘ トー一ー

6 '晴 3. ! 14.5 N /1 " 3長青色 茶青色
/1 

7 " 3.1 13.8 n /1 " 県脊色 黒青色 11 

8 雪量 fI たたみ白文 " 宵裕色 膏4畠色 /1 例ø~のみ

9 m{h、fa-却t;益. 6.5 11.5 9 11 " 灰背色 灰青色
/1 !il:榔のみ

10 海Itt台手 s 11 11 /1 /1 11 11 

11 11 s 糸切厳 11 11 11 " 11 

12 11 4 11.5 8 u 11 !1¥背色 黒青色 11 

13 t手 4 13 7.3 糸切腹 3・ a・灰白色 灰白色 n 

ト一一ーI
14 • 6.S 11 ロヲロ盤調路

'‘ 
瓜青色 思青色 " 

15 " " /1 " 灰習F色 灰管色
. 

16 II 披状文 11 胤青色 !.'"青色 " 口線片

17 /1 /1 11 " 11 
11 

18 11 f，9:Lp{I.3cm) たたみ自文 11 " 
11 制，'，・

19 " うす乎 11 11 11 11 11 11 

20 " 11 H 11 " n 
1胸

21 l' ，.，子(1伺) " • 11 " • 
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高いことは.これまでにこの地域で調査された例のとおりであるが襲の率の多いのは異例のことである。

今後本然祉の発援調査のあかっさに明確になることであるが，大渡片{ま焼成台として使用したものとJtえ

られる。饗片の多くは二次火焔によって自然秘がにじみ出ているところからも焼成台としての役郵lを来し

たものと縫定する。

次に第22図に示した遺物について述べると第6表のとおりである。

灰JJiから検出した無線は大小あわせて509倒にも及び，その多くに凝を切ってスサを作り，粘七とねりあ

わせ， ドーム状天井が作られたものと思われる。この窯袴によって本祉の精進は半地下式登織と推定した。

木炭片は大小86倒の出土を見，マツを主体にクヌギ ・ナラを新村としていたことが判明した。

(金井文司)

5cm 

第22図灰原出土遺物災測図

-25-



第24凶 上の山署捜羽t発綴風景・

本総祉の縫迭は不明で、あるが，検出された遺物の製作技法 ・形態から，この地減におけるl託調査察右上群

との比定によると.操業{主9世紀初期すなわち平安時代初期の年代をあてたい。

(4)周辺出土遺物

ア 打製石斧 昭和51年 4月大久保館社北端でアスパラ焔の中耕中に小林正雄氏が採集された縄文時代

の遺物である。脊灰色の粘板岩製で~脅I~Iま欠失し，刃部のみである 。 (第25図 2 )戦時中この館土!l:-1l干

の1;日銀があって，井戸枇南1U肋‘らこの穫の打石斧が発見され高丘小学校に保管されている。

イ 狐怒器片 上の山 ・ 大久保!I!!.絡から採集された須lg器l立高丘小学校に多最に保管されている。一宮I~

は 「下向井」に紹介され.その後向丘小学校のクラブ活動を指導した鴎川幸生氏によって採集された。

今回の表面採集では査片17点.盗片4点を得た。

ウ 上製管状土錘 (第25図3)小林正雄氏がアスパラ畑の中耕中に地下20cmのところから，昭和51年4

月に発見されたものである.長さ 7.3<:m，後 3.6cm，孔径8-9闘の魚傍周の土鍾で，胎土焼成とも

にあまり良好とはいえない。菜林遺跡からも同形のものが国分期の土師爆とともに出土している.

エ 石臼片 (第25図1)本祭主t下の農道付近から表面採集したo l;tJ片であるため全貌は日月硲でないのが
(6.7) 

惜しまれるが8分角の事lJみ自を持つ凝灰岩質石臼の上部破片である。同形用組のものは建応寺跡から

山ょしている。中t比・後期のもので餓創:に関係するものであろう 。

オ その他 祭おt下の平地の畑から中世来と縫定する措・鉢紛|片 l点を袋線した。また，発術調査中に若島

観された酒井消重氏が.本然:bI:付近から発見された石器製作中の制片と 4思われる比較的大形の右肩2

点を提供された。 (金井文司)

E主

l 必聖子民主教育委員会編 「下筒井」昭和28年

2 大Jlf?脅・金井汲次 f長野県中野市l;ir.自然業'遺跡Ji言語島16ー11昭和39if.

3 金井滋次 「中野市立ヶ花道正山E主総主~:滅公J ?'::j弁24 昭和48Ap
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6 むすび

山城i立山林地合?であったことと雨季と台風にみまわれたため調査は賎渋したo SLヶ1E表遺跡は遺構 ・遺

物lま皆無。上の山祭主士は灰原のみの検出におわった。限られた期間と用地内のため遺跡の全貌は把握する

にいたらなかったのである。しかし次にのべるが如き一応の成巣をあげることができた。

1，立ヶ花緩跡

(1) 物見怨跡 小波桜で却し純な遺構で与あった。第1Jrj (表土)からは中世末の古銭 ・銃弾 ・砥石等の検出

を凡，周辺既出ょの総身 ・茶臼l立本初:にかかわるものであろう。本跡の構築は以l尚氏によるものであろう

が，永縁4王手9月9日草間殿主之助浄養がJlI中島決戦において戦死し，子信t創立一族と共に越後へ移った

としている 〔竜徳寺文鉾〕が，本E療の廃絶もその頃のことであろう。

今回の調査は約跡のほんの一部にす容ないものであった故，今後総合的調査によって.その会貌を究明

する必要がある。

(2) 祭舵滋 努~2郭中央部西寄りに祭~祉と聖媛を画する U字状布陣の発見とともに祭舵遺物を検出するこ

とができた。キf1J.it期末の平地の祭施主上 (新井大口フ遺跡 ・中子塚境遺跡)はすでに知られているが.丘I良

上における和泉期初頭の迫桃 ・遺物は.占代における祭仰の変遜を考究するうえてa重要な資料となるであ

ろう.なお.本社から東へ約150-却Omの丘頂には三越の円演が点.(:fし，これ等との関連も究明しなけれ

ばならないa

(3) 弥生中期佐沼枇 莱林 ・ 術大原遺跡、にみられる同形プランの!建穴住居右上 1 戸の検出をみた。 U~状潟

によ っ て住居祉の中央部li~).jj削れていたが，莱林式住肘右上とともに，それにともなう土務片・管玉 ・ 石総

鎖の検出をみた.狭長な丘頂仁の住居秘:1立.集落抵のなかでどんな位遣をしめるのか.また.3農林 ・南大

阪遺跡が平地に立地しているのと比較し，生活や農緋生産がどう41・まれていたかを考究するうえで興味が

もたれる。

(4) 縄文 ・18石総造物縄文中期の土器片と石鋒を得た.石鍾!立本勝を図緩するニ河川の漁携に関係する

ものであろう。!日石器造物は本跡の東隣に連続する立ヶ花表遺跡 (主体はナイフプレイド)とかかわりあ

いを持つものと推定される。

2.立ヶ花褒遺跡 遺構遺物は皆無であった。

3，よの山第 1-i号黛祉

用地内の調読のため灰原と須EE器片 (多品)の検出にとどまった。灰原の様相から.用地外 (南丘頂)

に!是さ約9-10m，巾l，5-1，7mの半地下式登裂が所在するものと思われる。灰以から出土のm)/f.片，;t.平
安時代初期のものであった.

今聞の発掘側当主にあたっ ては . 県教委文化諜指導ごたが郷道m-t~先生，県史~*~~委貝祢'J Jjj(世~ ， ~下健司

先生の御指導と御助言を待た. 記して!~~の意を表する次第である . また，中古都電力株式会社からは物心

I南部にわたる御慾怖をたまわり有難〈厚〈御礼を申しあげる次第である。 (金弁汲次)
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〈図版1>遺跡全景(千Ilh川堤防上より )

〈図版2>立ヶ花域紛:発搬風最

〈図版3>祭最巴遺物出土状態
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〈図版4>U字議状遺椛

〈図版 5>18石器 ・縄文 ・弥生遺物

止JJBr-tL示三島 ヨ

<BllJ坂6>銃強 ・古銭 ・刀f.鈴身
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く図版7>号表記遺物

ーーー

く図版s>石製茶臼
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